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山梨県教育委員会

◎特集１／新県立図書館（かいぶらり）が開館しました！
◎特集２／やまなし「心づくり」推進事業

　●山梨県富士北麓・東部の地域産業を担う人材育成

　●県立博物館 シンボル展「どうそじん・ワンダーワールドＡＧＡＩＮ—やまなしの道祖神祭り—」

　●県立美術館 特別展 十一屋コレクションの名品 〜野口柿邨（しそん）をめぐる文人たち〜

　●県立文学館「文学館至宝展　よみがえる文豪の素顔」

　●しなやかな心の育成プロジェクト 〜「自他を敬愛する心」の育成を目指して〜

　●ミュージアム甲斐・ネットワーク／山梨平和ミュージアム、三島由紀夫文学館

　●らくがき　県立増穂商業高等学校　塩沢 育代　教諭

　　　　　　　県立あけぼの支援学校　木村 則夫　教諭

　●平成24年度やまなし再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム「自然災害と考古学 〜過去からの警告〜」

　●学校紹介／県立白根高等学校、富士吉田市立下吉田第一小学校

　●総合教育センター情報／学校教育を支援する実践的調査・研究を目指して

　●青少年教育施設の紹介

　●山梨の文化財／県指定文化財（史跡）加牟那塚

　●主な行事予定



　
新
県
立
図
書
館
が
十
一
月
十
一
日
、
Ｊ
Ｒ
甲

府
駅
北
口
に
開
館
し
ま
し
た
。

■
開
館
初
日
の
様
子

　
山
梨
県
立
図
書
館
は
、
新
館
開
館
準
備
の
た
め
約

五
か
月
間
の
休
館
期
間
を
経
て
、
十
一
月
十
一
日
、

無
事
開
館
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
館
日
は
、
午
前
十
時
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
そ

の
後
開
館
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
午
後
一
時
、
新
県

立
図
書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
日

を
心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
大
勢
来
館
さ

れ
、
館
内
は
熱
気
と
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
一
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
阿

刀
田
高
館
長
の
記
念
講
演
「
読
書
は
お
い
し
い
ぞ
」

が
行
わ
れ
、「
人
と
人
の
交
流
を
通
じ
て
知
の
交
換

が
は
か
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
た
い
」
と
の
お
話
に

四
百
人
を
超
え
る
方
々
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
開
館
直
後
か
ら
本
の
貸
出
な
ど
に
必
要
な
「
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
」
を
申
し
込
む
長
蛇
の
列
は
何
時
間

も
と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
開
館
初
日
の
入
館
者
数

は
四
千
九
百
八
十
八
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
想

定
以
上
の
人
数
で
あ
り
、
県
民
の
新
図
書
館
へ
の
期

待
の
大
き
さ
が
垣
間
見
え
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

■
新
図
書
館
の
機
能
と
サ
ー
ビ
ス

　
新
図
書
館
は
、
県
民
と
成
長
発
展
し
て
い
く
「
山

梨
県
民
図
書
館
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
県
民
に
親
し

ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
特
別
購
入
予
算
に
よ
っ
て
、
蔵
書
を

五
十
万
冊
か
ら
約
六
十
万
冊
に
拡
充
し
、
施
設
規
模

も
延
べ
床
面
積
で
約
二
．
五
倍
の
一
万
五
百
五
十
五

㎡
に
拡
充
し
ま
し
た
。
蔵
書
や
施
設
・
設
備
面
で
の

整
備
を
行
う
一
方
、
新
た
な
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
子
ど

も
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
本

を
結
び
つ
け
る
た
め
の
様
々
な
活
動
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
図
書
館
長
に
就
任
し
て
い

る
阿
刀
田
館
長
は
、
山
梨
を
読
書
県
に
し
た
い
と
抱

負
を
述
べ
て
お
り
、
特
に
子
ど
も
の
時
か
ら
読
書
に

親
し
む
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
、
図
書
館
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
と
な
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
も
重
視
し
て
い
き
ま
す
。
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
に
提
供
す
る
ス
タ
ッ
フ
を

フ
ロ
ア
に
配
置
し
、
来
館
者
が
知
り
た
い
こ
と
を
効

率
的
に
的
確
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。
専
用
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク
を
設
け
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
で
も
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
利
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
も
一
新
し

ま
し
た
。
利
用
者
ご
自
身
で
本
の
貸
し
出
し
処
理

を
す
る
自
動
貸
出
機
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
経
由
せ
ず

に
予
約
し
た
本
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
予
約
棚

な
ど
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
最
近
話
題
の
電
子
書
籍
の
利
用
も
可

能
と
な
り
、
歴
史
的
映
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ

の
提
供
な
ど
、
従
来
の
活
字
資
料
に
加
え
て
、
積
極

的
に
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
提
供
も
進
め

て
い
ま
す
。

 

新
県
立
図
書
館
（
か
い
ぶ
ら
り
）
が
開
館
し
ま
し
た
！

― 

県
立
図
書
館 

―

特 集 １

テープカットの様子

● 特集１：新県立図書館が開館しました！●
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読
書
の
推
進
や
情
報
の
提
供
と
合
わ
せ
て
、
新
図

書
館
が
重
視
し
て
い
る
の
が
、
県
民
の
様
々
な
知
的
・

文
化
的
活
動
に
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
人
々
が

集
い
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
情
報
発
信

や
文
化
の
創
造
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
旧
図
書
館
に
は
な
か
っ
た
交
流
エ
リ

ア
を
設
け
て
、
大
き
さ
や
仕
様
の
異
な
る
八
つ
の
部

屋
を
用
意
し
、
県
民
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
す
で
に
開
館
直
後
か
ら
多
彩
な
催
し
が
開
催
さ

れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
エ
リ
ア
で
は
、
図
書
館
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理

者
に
よ
る
自
主
企
画
事
業
も
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
き
っ
と
興
味
を
引
く
催
し
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
山
梨
県
子
ど
も
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
山
梨
県
立
図
書
館
の
児
童
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
を
図
る
拠
点
と
な
る
、
山
梨

県
子
ど
も
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

県
立
図
書
館
で
は
、
全
国
で
六
番
目
の
開
設
と
な
り

ま
す
。

　
子
ど
も
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
読
書
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
や
情
報
提
供
、
研
修
会
を
通
じ
た
人

材
育
成
な
ど
の
機
能
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
児
童
青

少
年
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
に
携
わ
る
人
や
子
ど
も
の
読
書
推

進
を
行
う
機
関
・
団
体
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
「
第
二
次
山
梨
県
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
町
村
図
書
館
や
学
校
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
協
力
も

一
層
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
読
書
相
談
窓
口
の
設
置
等
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
強
化
。
初
級
者
・
中
級
者
向
け
の
人
材

育
成
講
座
の
開
講
。
中
高
校
生
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
子
ど
も
の
保
護
者
へ
の
啓
発
事
業
や
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
。
子
ど
も
読
書
活
動
の
実
態
調

査
や
中
高
校
生
向
け
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
の
研
究
。
学
校

支
援
の
た
め
の
セ
ッ
ト
貸
出
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
共
催
・
協
働
事
業
等
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
個
々
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ち
ら
し
等
で
適
宜
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。

【利用案内】

開館時間：閲覧エリア 平　日 午前９時～午後８時

祝日・土日 午前９時～午後７時

交流エリア 午前９時～午後９時

休  館  日：閲覧エリア 月曜日、年末年始等

交流エリア 年末年始等

【山梨県立図書館ホームページ】

http://www.lib.pref.yamanashi.jp

電話：０５５－２５５－１０４０

２階サービスカウンター

児童資料コーナー・子ども読書支援センター

● 特集１：新県立図書館が開館しました！●
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◇
事
業
の
目
的

　
生
命
尊
重
の
心
や
自
尊
感
情
の
乏
し
さ
、
規
範
意

識
や
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
の
低
下
な
ど
、
児
童

生
徒
の
心
の
活
力
が
弱
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
さ

れ
る
な
か
、
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世

界
に
通
じ
る
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
た
「
や

ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
中

で
「
自
他
へ
の
思
い
や
り
や
情
操
を
は
ぐ
く
む
『
豊

か
な
心
の
育
成
』」
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
、
体
験

活
動
や
道
徳
教
育
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
心

の
育
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
の
中
心
的
な
事
業
と
し
て
「
自
分
が
好

き
、
家
族
が
好
き
、
地
域
が
好
き
、
や
ま
な
し
が
好
き
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
「
や
ま
な
し
」
心
づ

く
り
推
進
事
業
を
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
事
業
構
想
図
に
あ
る
よ
う
に
四
つ

の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
最
終
年
度
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
事
業
の
概
要
と
成
果
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

◇
事
業
の
概
要
と
成
果

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

　
各
小
・
中
学
校
で
道
徳
教
育
の
推
進
を
主
に
担
当

す
る
先
生
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
年
間
四
回

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
道
徳
教
育
推
進
に
関
す
る

内
容
や
、
道
徳
の
時
間
の
授
業
づ
く
り
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
、
講
義
や
演
習
を
通
し
て
学
ん
で
い
ま

す
。
原
則
と
し
て
毎
年
違
う
先
生
が
受
講
し
て
お
り
、

各
校
で
複
数
の
先
生
が
道
徳
教
育
を
担
当
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
講
し
た
先
生
方
に
よ
り
、
各
学
校
に
お

い
て
校
内
研
修
や

教
育
課
程
編
成
の

中
で
、
研
修
の
成

果
を
還
流
し
て
い

る
こ
と
が
、「
平
成

二
十
三
年
度
『
や

ま
な
し
』
心
づ
く

り
推
進
運
動
実
施

状
況
調
査
」
等
か

ら
分
か
り
ま
し
た
。

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
研
究
指
定
校

　
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
、

義
務
教
育
九
年
間
を
見
通
し
た
全
体
計
画
や
道
徳
の

時
間
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
豊
か
な
心
の
育

成
に
向
け
た
一
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
で
す
。
今

年
度
、
研
究
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
各
校
で
公
開
研

究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
隣
の
小
・
中
学
校
や
地

域
と
連
携
し
た
道
徳
的
実
践
の
在
り
方
、
価
値
の
自

覚
を
深
め
る
た
め
の
道
徳
の
時
間
の
授
業
の
工
夫
等

に
つ
い
て
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「やまなし」心づくり推進事業
やまなしの教育振興プラン・自他への思いやりや情操をはぐくむ「豊かな心の育成」

自分を大切に思う心

＜研修内容＞
・心づくりリーダーの役割に関する研修
・道徳教育全体計画や年間指導計画作成研修
・道徳の時間の充実に関する研修
・魅力ある地域資料の開発や発掘
・学校・家庭・地域の推進協力者の情報交換や研修

◎各中学校区ごと、義務教育９年間を

　見通した道徳教育の推進を行う

◎小中学校が共通する地域を基盤に，

　地域に根ざした道徳教育を推進する

若草中学校区３校
若草小　若草南小

若草中

城南中学校区３校
山城小　大里小

城南中

全小・中学校
の取組

都留第二中学校区３校
禾生第一小　禾生第二小

都留第二中

他者を思いやる心　生命を大切にする心

・山梨県内の道徳教育に関する方向性を協議

・「道徳教育の充実」と「道徳的実践活動」に関する取組

・普及啓発誌の発行

ふるさとを愛する心

自分が好き，

「やまなし」心づくり推進会議

「やまなし」心づくり
               リーダー養成事業

「やまなし」心づくり推進運動

全小・中学校の推進リーダーが参加
３年間で各校３名のリーダーの養成

「やまなし」心づくり研究指定校

家族が好き， 地域が好き， やまなしが好き

講師の先生と熱心に協議する先生方

 

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
事
業

― 

義
務
教
育
課 

―

特 集 ２

事 業 構 想 図
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各
学
校
の
研
究
の
成
果
は
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た

「
つ
ば
さ
」
に
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
末
に
発
行
す
る
つ
ば
さ
四
十
四
号
に
も
掲
載
予

定
で
す
の
で
、
各
校
の
道
徳
教
育
の
充
実
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
会
議

　
本
県
児
童
・
生
徒
の
心
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

の
方
策
や
、
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
た
め
の
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
望
ま
し
い
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
『
つ
ば
さ
』
に
ま
と
め
発
行
し

て
い
ま
す
。

「
や
ま
な
し
」
心
づ
く
り
推
進
運
動

　
心
の
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
全
て
の
公
立
小
・

中
学
校
に
お
い
て
、「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
内

容
」
と
「
道
徳
的
実
践
活
動
の
充
実
に
関
す
る
内
容
」

に
つ
い
て
、
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
、
全
て
の
学
校
で
道
徳

教
育
の
全
体
計
画
や
年
間
指
導
計
画
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◇
ま
と
め

　
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
心
の
育
成
に
向

け
た
取
組
が
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
「
児
童
・
生
徒
質
問
紙
調

査
」
に
は
、
道
徳
性
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
継
続
し
た
取
組

の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
道
徳
教
育
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
成
果
が
す
ぐ
に
目
に
見
え
て
実
感
で

き
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
継
続

し
た
取
組
が
、
必
ず
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
き
、
豊

か
な
心
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
本
県
の
児
童
・
生
徒
が
夢
や
希
望
を
も
ち
、
心
豊

か
な
人
と
な
る
た
め
に
道
徳
教
育
の
充
実
は
欠
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
児
童
・
生
徒
の
実
態

に
応
じ
、
継
続
し
た
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
研
究
指
定
校

　
甲
府
市
立
城
南
中
学
校
区

　
（
城
南
中
学
校
・
山
城
小
学
校
・
大
里
小
学
校
）

　
南
ア
ル
プ
ス
市
立
若
草
中
学
校
区

　
（
若
草
中
学
校
・
若
草
小
学
校
・
若
草
南
小
学
校
）

　
都
留
市
立
都
留
第
二
中
学
校
区

　
（
都
留
第
二
中
学
校
・
禾
生
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禾
生
第
二
小
学
校
）

平成１９～２４年度　全国学力・学習状況調査　児童・生徒質問紙調査結果

（「はい」「どちらかと言えばはい」と回答した児童・生徒の割合の推移）

山梨

全国

Ｈ19

87.9

85.7

96

94

92

90

88

86

84

％

Ｈ20

87.9

87.5

Ｈ21

89.5

88.6

Ｈ22

91.3

90.1

Ｈ24

93.7

92.3

学校の規則を守っている

山梨

全国

Ｈ19

88.8

86.2

94

92

90

88

86

84

82

％

Ｈ20

89.3

86.3

Ｈ21

91

88.5

Ｈ22

91.3

89.2

Ｈ24

92.9

91.3

学校のきまりをまもっている

中学校

小学校
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一 
国
立
教
育
政
策
研
究
所
指
定
校
事
業

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
平
成
二
十
三
〜
二
十
四
年
度
教
育
課
程
指
定
校
事
業

の
委
託
を
受
け
、
研
究
主
題
を
『
山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
育
成
』 

〜
夢
や
希
望
を

持
っ
て
学
べ
る
次
世
代
工
業
高
校
の
教
育
課
程
の
構
築

〜
に
設
定
し
て
研
究
を
行
っ
た
。（
左
図
参
照
）

二 

事
業
概
要

　
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
一
つ
に

「
将
来
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
」
が
あ
る
。
こ

の
趣
旨
の
観
点
か
ら
、
①
地
域
産
業
界
等
と
の
連
携
、
②

交
流
に
よ
る
実
践
的
教
育
、
③
外
部
人
材
を
活
用
し
た

授
業
内
容
の
工
夫
と
改
善
、
④
実
践
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
・
社
会
へ
の
適
応
能
力
等
の
育
成
、
を
実
習
・

課
題
研
究
に
お
い
て
取
り
組
み
、
そ
の
学
習
内
容
や
テ
ー

マ
及
び
評
価
の
研
究
を
行
な
っ
た
。

三 

研
究
内
容

　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
の
企
業
が
必
要
と
す
る
専
門

的
知
識
及
び
技
術
・
技
能
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
地
元
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携
の

強
化
を
図
り
、
企
業
ニ
ー
ズ
や
社
会
ニ
ー
ズ
を
教
育
課

程
等
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
（
課
題
研
究
や
実
習
の

テ
ー
マ
等
に
設
定
す
る
）
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
外
部
人
材
を
活
用
し
た
授
業
等
、
実
践
的

な
教
育
を
は
じ
め
、
指
導
内
容
の
工
夫
改
善
、
教
材
開

発
に
関
す
る
実
践
研
究
を
行
っ
た
。

四 

地
域
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

① 
山
梨
県
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
企
業
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
で
き
る
産
学
官
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
「
企
業
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
、
意

見
交
換
、
意
見
聴
取
し
た
。

② 

工
業
各
科
に
関
係
す
る
大
学
・
企
業
・
行
政
の
外
部

委
員
に
よ
る
授
業
及
び
施
設
の
見
学
と
意
見
交
換
を

行
う
「
教
科
別
研
究
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

③ 

「
山
梨
県
南
都
留
地
域
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
の
地

元
で
の
研
究
発
表
会
等
に
お
い
て
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
そ
の
後
の
指
導
内
容
の
工
夫
改

善
に
活
か
し
た
。

●
教
科
別
研
究
協
議
会
で
の
意
見
内
容

 

・ 

こ
の
勉
強
を
す
れ
ば
、何
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

　
を
具
現
化
す
る
。

 

・ 

各
学
科
で
育
て
た
い
生
徒
像
を
明
確
化
す
る
。

 

・ 

国
家
技
能
検
定
三
級
は
、
技
術
力
の
証
明
に
な
り
、
学

　
校
が
積
極
的
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
。

 

・ 

地
域
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
、
常
に
改
善
を
図
る
。

五 

二
年
間
の
成
果
と
課
題
の
総
括

○
成
果

① 

「
企
業
情
報
交
換
会
」「
教
科
別
研
究
協
議
会
」
が

定
着
し
、
深
化
し
、
企
業
ニ
ー
ズ
等
を
教
育
課
程
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕
組
が
構
築
で
き
た
。

② 

「
指
導
方
法
改
善
シ
ー
ト
」に
よ
り
授
業
分
析
が
で
き
、

「
学
習
改
善
シ
ー
ト
」
に
よ
り
生
徒
の
知
識
の
変
容
を

知
り
、
授
業
の
質
的
向
上
に
寄
与
で
き
た
。

○
課
題

① 

協
議
会
の
開
催
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
等
の
配
置
が
必
要
で
あ
る

②
常
に
協
力
企
業
等
の
開
拓
が
必
要
で
あ
る
。

六 

お
わ
り
に

　
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
就
職
に
役
立
つ
技
術
・

技
能
が
身
に
つ
い
た
」
と
七
十
六
％
（
二
十
三
年
度

六
十
九
％
）、「
学
ぶ
目
的
が
明
確
と
な
り
、
知
識
や
技

術
を
学
ぶ
意
欲
が
向
上
し
た
」
七
十
五
％
（
二
十
三
年

度
六
十
八
％
）
と
な
り
、
本
事
業
が
、
生
徒
の
実
践
的

な
技
術
の
習
得
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
具
体
化
し
、
地
域
産
業
を
担

う
人
材
育
成
に
関
す
る
課
題
解
決
を
先
導
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
と
考
え
る
。

山
梨
県
富
士
北
麓
・
東
部
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
育
成

　
　
～ 

夢
や
希
望
を
持
っ
て
学
べ
る
次
世
代
工
業
高
校
の
教
育
課
程
の
構
築 

～ 

― 

県
立
谷
村
工
業
高
等
学
校 

―  
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冬
の
澄
ん
だ
空
に
揺
れ
る
オ
ヤ
ナ
ギ
や
、
妖
精
の
家
の
よ
う
な
オ
コ
ヤ
、
そ
し
て
賑
や

か
な
獅
子
舞
と
夜
空
を
焦
が
す
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
―
。
新
年
が
明
け
る
と
ま
も
な
く
、
山
梨

県
内
の
多
く
の
地
域
で
は
「
道
祖
神
祭
り
」
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
「
当

国
一
大
盛
事
」
と
も
う
た
わ
れ
た
こ
の
祭
り
は
、
現
代
に
お
い
て
も
山
梨
を
代
表
す
る
民

俗
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
道
祖
神
祭
り
に
関
す
る
展
覧
会
「
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー

ワ
ー
ル
ド
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
―
や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
り
―
」
を
、
新
春
一
月
二
日
よ
り
開
催

し
ま
す
。
山
梨
県
内
の
道
祖
神
祭
り
で
作
ら
れ
る
飾
り
や
、
江
戸
時
代
の
甲
府
道
祖
神
祭

で
用
い
ら
れ
た
歌
川
広
重
筆
の
幕
絵
な
ど
を
展
示
し
、
道
祖
神
信
仰
と
祭
り
の
歴
史
や
、

脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
行
事
の
今
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
て
、
道
祖
神
祭
り
と
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
道
祖
神
祭
り

は
、
一
月
十
四
日
の
小
正
月
の
夜
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
ド

ウ
ソ
ジ
ン
と
か
ド
ウ
ソ
ウ
ジ
ン
、
ド
ウ
ロ
ク
ジ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
神
で
、
一
般
に
は
境

の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
梨
の
場
合
は
村
内
安
全
、
夫
婦
和
合
や
子
孫
繁
栄
、

果
樹
の
豊
作
（
か
つ
て
は
養
蚕
の
成
功
）、
最
近
で
は
交
通
安
全
な
ど
、
暮
ら
し
に
関
わ

る
様
々
な
願
い
を
受
け
止
め
る
村
の
守
り
神
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
の

た
め
に
、
人
々
は
協
力
し
て
巨
大
な
飾
り
を
作
り
上
げ
、
祭
り
の
場
を
華
や
か
に
設
え
、

神
を
迎
え
、
祭
り
の
日
を
と
も
に
過
ご
す
の
で
す
。

　
道
祖
神
の
ご
神
体
と
い
え
ば
、
長
野
県
の
双
体
道
祖
神
が
有
名
で
す
。
山
梨
県
も
長
野

県
、
群
馬
県
な
ど
と
並
ん
で
道
祖
神
信
仰
が
盛
ん
で
、
石
の
ご
神
体
を
あ
ち
こ
ち
の
路
傍

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
神
体
の
形
と
し
て
は
、
双
体
の
ほ
か
丸
石
、
石
祠
、
文
字

碑
な
ど
様
々
な
形
が
あ
り
、
特
に
丸
石
は
山
梨
県
の
道
祖
神
の
特
徴
で
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
木
製
や
藁
製
の
人
形
道
祖
神
を
祀
る
地
域
も
あ
る
な
ど
、
周
辺

地
域
に
比
べ
て
非
常
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
の
も
山
梨
の
特
徴
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
特
定
の
ご
神
体
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
祭
り
自
体
を
行
わ
な
い
地
域
も
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
山
梨
県
内
で
も
地
域
ご
と
に
独
自
の
民
俗
世
界
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
祈
願
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
道
祖
神
祭
り
は
地
域
密
着
の
行
事
で
す
。

そ
の
た
め
、
生
活
の
変
化
が
祭
り
を
変
化
さ
せ
た
り
、
祭
り
を
介
し
て
人
と
人
と
が
結
び

つ
い
て
い
く
な
ど
、
時
代
や
地
域
社
会
の
変
動
を
映
し
出
し
た
り
、
地
域
社
会
の
結
び
つ

き
を
強
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
が
こ
の
祭
り
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
祖
神
祭
り
は
、
歴
史
・
文
化
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
地
域
社
会
そ
の

も
の
を
知
る
た
め
の
非
常
に
興
味
深
い
素
材
に
な
り
得
ま
す
。
学
校
の
学
習
教
材
と
す
る

な
ら
、
他
に
も
飾
り
の
造
形
美
、
民
俗
芸
能
の
音
と
所
作
な
ど
、
様
々
な
切
り
口
が
考
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
新
年
が
明
け
た
ら
、
ぜ
ひ
県
立
博
物
館
の
展
示
と
県
内
各
地
の
行

事
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
主
　
　
催
　
　
山
梨
県
立
博
物
館

○
開
催
期
間
　
　
平
成
二
十
五
年
一
月
二
日
（
水
）
～
一
月
二
十
八
日
（
月
）

○
場
　
　
所
　
　
山
梨
県
立
博
物
館
（
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
一
五
〇
一
ー
一
）

○
観  

覧  

料
　
　
一
般
　
五
〇
〇
円
、
高
校
・
大
学
生
　
二
一
〇
円
、
小
・
中
学
生
　
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
※
常
設
展
の
観
覧
券
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※
各
種
割
引
等
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
主
な
イ
ベ
ン
ト

　
・
講
座
「
道
祖
神
展
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
」
一
月
十
四
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
一
〇
時
～
午
前
十
一
時
三
〇
分

　
・
小
正
月
の
ま
ゆ
玉
作
り
　
一
月
十
四
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
～
無
く
な
り
次
第
終
了

○
お
問
い
合
わ
せ
　
県
立
博
物
館
　
電
話
　
〇
五
五
ー
二
六
一
ー
二
六
三
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
〇
五
五
ー
二
六
一
ー
二
六
三
二

上　 山梨市牧丘町 牧平のオカリヤ

下　 初代歌川広重筆

　　「甲府道祖神祭幕絵

　　  東都名所 目黒不動之龍」

　　　　　　　　　　（部分）

― 

県
立
博
物
館 

―

シ
ン
ボ
ル
展
・
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
記
念
事
業 

　
「
ど
う
そ
じ
ん
・
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
―
や
ま
な
し
の
道
神
祭
り
―
」
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● 県立博物館 シンボル展「どうそじん・ワンダーワールドＡＧＡＩＮ ーやまなしの道祖神祭りー」●



　滋賀県蒲生郡蒲生町（現、東近江市）に本邸を置く

「十一屋」野口家は、江戸時代中期に甲府へ出て酒造

業を営み、後に醤油醸造を兼営して繁栄しました。

　幕末から明治期の四代目当主、野口正忠（号、柿邨）

は、滋賀県議会議長までも勤めた名士で、漢詩人の

梁川星厳や儒学者の頼三樹三郎、書家の日下部鳴鶴

ら多くの文人たちと交流した文化人でもありました。

一際、画家の日根対山、富岡鉄斎と親交し、多くの

作品が描かれました。対山が柿邨の為に描いた掛軸

や襖絵の他に、対山旧蔵の中国絵画も多数所蔵して

います。また、鉄斎が富士登山にあたり甲府で滞在

したのが野口家で、本邸へもしばしば立ち寄り親交

を深めますが、現在でも未表装の作品や資料が未整

理のまま保管されています。

　一方、柿邨は白隠を好み、与謝蕪村や呉春、曾我

蕭白など江戸絵画の収集にも努め、現在でも十一屋

にその一部が伝えられ優れたコレクションとなって

います。古稀を迎えた明治２５（１８９２）年には、

盛大な祝賀会が開かれ、全国から貴人や文人を含む

千人以上から祝いの詩歌や書画が届けられましたが、

それら全貌はいまだ明らかではありません。また、

その長子、正章は、国内で早くからビール醸造を手

掛けた人物として知られ、その妻は後に近代を代表

する女流南画家となった野口小蘋です。

　山梨県立美術館は、開館以来、十一屋から多数の

富岡鉄斎、野口小蘋の秀作の寄託を受け、近年、古

美術の名品４０余点の追加寄託を受けました。今回、

それらの他に同家の所蔵する絵画や書蹟の一括寄託

を受けるにあたり、改めて特別展を開催することと

なりました。

　本展では、代々秘蔵され続けた美術品を一堂に目

の当たりにするのみならず、古稀祝いの全貌が明ら

かとなるとともに、幕末から明治にかけての文人た

ちの豊かな交流を垣間見ることができるでしょう。

　なお会期中、平成２５年１月２４日午後４時から

「教師のための鑑賞研究会」を開催します。

会期：12 月 15 日〜平成 25 年 2 月 11 日

料金：一般 1,000 円　大高生 500 円

　　　中小生 260 円

 十一屋コレクションの名品 ～ 野口柿邨（しそん）をめぐる文人たち ～

― 県立美術館 ― 

富岡鉄斎《登嶽巻（部分）》明治８（1875）年

野口小蘋《宜男富貴図》明治期

白隠《達磨図》江戸時代（18 世紀）
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● 県立美術館 特別展 十一屋コレクションの名品 〜野口柿邨（しそん）をめぐる文人たち〜 ●



　
直
筆
で
書
か
れ
た
原
稿
、
家
族
や
親
し
い
友
人
に
宛

て
た
手
紙
、
折
々
の
写
真
か
ら
は
、
文
学
者
の
ふ
と
し

た
素
顔
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
開
館
以
来
収
蔵
し

て
き
た
原
稿
・
書
簡
・
書
画
な
ど
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ

り
の
資
料
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

【
展
示
資
料
よ
り
】

◆
津
田
青
楓 

画
「
漱
石
山
房
図
」
軸
装

　
津
田
青
楓
（
一
八
八
〇
〜
一
九
七
八 

画
家
）
は
、
小

宮
豊
隆
（
一
八
八
四
〜
一
九
六
六 

独
文
学
者
・
評
論
家
）

に
連
れ
ら
れ
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
六
月
頃

か
ら
漱
石
山
房
と
い
わ
れ
る
夏
目
漱
石
の
家
に
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
青
楓
は
、漱
石
の『
道
草
』『
明

暗
』
の
単
行
本
の
装
幀
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

◆
芥
川
龍
之
介
・
久
米
正
雄
　
野
口
真
造
宛
は
が
き

　
一
九
一
六(

大
正
五)

年
（
推
定
）
八
月
三
十
日
消
印

　
こ
の
年
七
月
、
芥
川
と

久
米
は
東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
し
、
八
月
十
七
日
か

ら
九
月
二
日
に
か
け
て
千

葉
県
長
生
郡
一
宮
町
に
滞

在
し
ま
す
。
野
口
真
造

（
一
八
九
二
〜
一
九
七
五
）

は
、
芥
川
の
江
東
尋
常
小

学
校
時
代
の
同
級
生
。「
此

（
こ
の
）
画
に
よ
る
と
芥
川

が
大
変
青
い
や
う
で
す
が

彼
も
亦
（
ま
た
）
真
っ
黒
に
や
け
て
る
ん
で
す
。」
と
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
近
況
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
一
宮
滞
在
中
の
二
人
に
宛
て
た
、
八
月
二
十
一
日
付

の
漱
石
の
書
簡
も
展
示
し
ま
す
。

◆
井
伏　

二
「
あ
の
山
は
誰
の
山
だ
ど
つ
し
り
と
し

　
た
あ
の
山
は
」
軸
装

　
井
伏
　
二
（
一
八
九
八
〜
一
九
九
三
）
が
境
川
村
（
現
・

笛
吹
市
境
川
町
）
に
飯
田
龍
太
（
一
九
二
〇
〜
二
〇
〇
七

俳
人
）
を
訪
問
し
た
際
に
書
い
た
書
。

　
井
伏
の
「
支
離
滅
裂
」（「
新
潮
」
一
九
五
〇
年
七
月

掲
載
）
に
は
、
戦
中
岡
谷
で
お
こ
な
っ
た
講
演
で
聴
衆

に
笑
わ
れ
、
や
り
き
れ
な
い
思
い
を
し
た
後
で
ノ
ー
ト

に
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
詩

と
し
て
「
あ
の
山
を
見
ろ
／

あ
れ
は
誰
の
山
だ
／
あ
の
ど

つ
し
り
と
し
た
／
で
つ
か

い
山
を
見
ろ
」
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
『
厄
除
け
詩
集
』

（
一
九
七
七
年
）
に
は
、「
あ

れ
は
誰
の
山
だ
／
ど
つ
し
り

と
し
た
／
あ
の
山
は
」
と
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
樋
口
一
葉
、
中
里
介
山
、
太
宰
治
、
三
島

由
紀
夫
な
ど
、
日
本
の
文
学
史
に
名
を
残
す
文
学
者
の

数
々
の
名
品
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

◇
会
　
期
　
一
月
十
四
日（
月･

祝
）～
三
月
十
七
日（
日
）

◇
休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◇
観
覧
料
　
常
設
展
観
覧
料
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
　
般
　
　
三
一
〇
（
二
五
〇
）
円

　
　
　
　
　
大
・
高
生
　
二
一
〇
（
一
六
〇
）
円

　
　
　
　
　
中
・
小
生
　
一
〇
〇
（
八
〇
）
円

　
※
（
　
）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
、
宿
泊
者

　
　
割
引
料
金
で
す
。

　
※
小
・
中
・
高
等
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
無
料
。

　
　
ま
た
六
十
五
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
及
び
介
護
　

　
　
者
は
無
料
で
す
。

©Mari Suzuki 2012 / JAA 1200225

― 

県
立
文
学
館 

― 

富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
記
念
事
業 

　
「
文
学
館
至
宝
展
　
よ
み
が
え
る
文
豪
の
素
顔
」 
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● 県立文学館「文学館至宝展  よみがえる文豪の素顔」●



し
な
や
か
な
心
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　
今
、
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
大

人
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
等
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
命
を
大
切
に

す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、粘
り
強
く
あ
き
ら
め
な
い
心
、

規
範
意
識
や
正
義
感
な
ど
を
育
て
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
自
分
や
他
人

の
生
き
方
・
存
在
を
認
め
合
い
、
自
他
を
敬
愛
す
る
「
し

な
や
か
な
心
」
を
社
会
全
体
で
育
て
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
総
務
課
・
社
会
教
育
課
・
義
務
教
育
課
・
高
校
教
育

課
合
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に
県
が
策
定
し
た

「
心
の
教
育
プ
ラ
ン
」や「
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」

等
を
ベ
ー
ス
に
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
心
豊
か
に
育
て
る
地
域
力
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。八
月
か
ら
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

各
課
の
取
り
組
み
の
様
子
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

標
語
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）
募
集
と
決
定

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
標
語
を
八
月
か
ら

九
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
四
，

六
一
〇
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
最

優
秀
賞
一
作
品
と
し
て
「
て
を
つ
な
ぎ 

こ
こ
ろ
を 

ゆ
た

か
に 

し
な
や
か
に
」（
甲
斐
市
立
竜
王
小
学
校
・
飯
野
杏

梨
さ
ん
の
作
品
）
と
、優
秀
賞
三
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
で
広
く
活
用
し
、
今
後
も
県
民
が
一
体
と
な
っ
た

運
動
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
の
取
り
組
み

　
家
庭
・
地
域
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
た
め
の
呼
び
か
け
【
心
を
は
ぐ
く
む

「
あ
い
う
え
お
」】
や
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
【
家
読
（
う
ち
ど
く
）
推
進
運
動
】

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

義
務
教
育
課
の
取
り
組
み

　
小
・
中
学
校
で
は
、
身
近
な
生
活
か
ら
自
分
と
他
者
と

の
か
か
わ
り
を
考
え
る
た
め
に
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
目

指
し
た
【
道
徳
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
】
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

高
校
教
育
課
の
取
り
組
み

　
高
等
学
校
で
は
、
通
学
時
や
日
常
生
活
か
ら
自
分
と
他

者
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
、
県
下
全
高
校
が
一
斉
に

取
り
組
む
【
通
学
時
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
】
な
ど
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

し
な
や
か
な
心
の
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
～ 

「
自
他
を
敬
愛
す
る
心
」
の
育
成
を
目
指
し
て 

～ 

― 

総
務
課 

― 

標語表彰式（教育長室）

地域のゲストティーチャーを活
かした道徳の時間（大里小学校）

通学時マナーアップ運動
（甲府駅前）
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● しなやかな心の育成プロジェクト 〜「自他を敬愛する心」の育成を目指して〜 ●



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指す

「ミュージアム甲斐・ネットワーク」 会員施設の紹介をします。

　「伝えたい戦争の実相、記録を」という広範な市民の声を結
集して２００７年５月に開館した民立民営の平和博物館です。
１階に、甲府空襲の実相・甲府連隊の歴史・戦時下の暮らしな
どの１５年戦争関係の展示、２階には、山梨出身で平和・民
権・自由主義を貫いた言論人・政治家、石橋湛山の生涯と思想
を展示しています。市民参加型の「平和の港」、全国唯一の石
橋湛山記念館として、他県からも多くの見学者が来ています。
また、年に２回、企画展を開催しているほか、毎月、講演会・
シンポジウムなど、多彩な行事も行っています。どうぞ、おい
で下さい。

住　　所：甲府市朝気１－１－３０

電話番号：０５５－２３５－５６５９

担  当  者：春日（館長）、浅川（理事長）

休 館 日：火曜日、水曜日

開館時間：１２時３０分～１７時

入 館 料：大人３００円、中高大生２００円
　　　　　小学生以下は無料

駐 車 場：無料（３台）

　「山中湖文学の森・三島由紀夫文学館」は、自然豊かな山中

湖畔に１９９９(平成１１)年にオープンしました。直筆原稿、

創作・取材ノート、書簡、絵画、写真資料、著書、研究書、翻

訳書、雑誌、映画・演劇資料等を所蔵し、資料の収集、整理、

保存に努めています。現在、所蔵資料の一部を展示し、映像や

検索用パソコンからも、三島の劇的な生涯や三島文学のすばら

しさにふれることができます。

　当館の所蔵資料の特徴は、三島が十代に執筆した作品の多い

ことです。今まで三島が学生時代にこれほど多くの作品を執筆

していることはまったく知られていませんでした。当館の資料

によって、初めてこのことが明らかになりました。これらの十

代の資料のなかには、小説、評論、詩歌、戯曲、書簡、創作

ノートといった数多くの新資料が含まれ、不朽の名作を生み出

した確かな源泉を汲み取ることができます。

住　　所：４０１－０５０２　

　　　　　山梨県南都留郡山中湖村平野５０６－２９６

電　　話：０５５５－２０－２６５５

担  当  者：太田

休 館 日：毎週月曜日(月曜日が祝祭日の場合はその翌日)、
　　　　　12月29日～1月3日(但し、4月28日～5月6日は開館)、
　　　　　資料点検・展示替え期間(不定期)

開館時間：１０時～１６時３０分

入 館 料：大人５００円、高大生３００円、小中生１００円

駐 車 場：無料(普通４５台、バス５台)

U R L：http://www.mishimayukio.jp

アクセス： 富士急行線富士山駅から25分／御殿場駅から40分
文学の森公園バス停下車徒歩5分

ミュージアム甲斐・ネットワーク  
〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜

― 学術文化財課 ―

山梨平和ミュージアム（甲府市）

山中湖文学の森  三島由紀夫文学館 ( 山中湖村 )

当館外観 当館展示「初版本 99 冊」 三島由紀夫の本棚 ( イメージ再現 )

当館外観 講演会のようす
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク／山梨平和ミュージアム・三島由紀夫文学館 ●



　末娘の迎えに保育園へ行くと「先生？」と声をかけられ
ることが多くなった。声の主はかつての教え子たち。小さ
な子どもの手を引き、どこから見ても落ち着いたママの風
情。中には度肝を抜かれるド派手なギャルメイクのヤンマ
マ姿もあるが…。泣きベソをあやし、いたずらをたしなめ、
我が子と園庭を走り回る。再び私の目の前に現れた彼女た
ちは、女子高生だったころの面影を残しながらも、すっか
り頼もしい「お母さん」となっていた。更に「ママ友」と
して、私の子育て相談に乗り、アドバイスまでしてくれる
に至った。何ともお見それ致しましたである。
　こうしてかつての教え子たちから教えを請うようにな
り、人間とは常に成長し続ける生き物であることを改めて
実感する。そして、実際に成長した姿を目の当たりにした
瞬間、この「教師」という仕事に幸せを感じる。
　そんな教え子たちの成長に感化を受け、自分自身はどう
であろうかと自問することが多くなった。育児休業を経て、
４年ぶりに受け持ったクラス担任。高校生とはいえ、まだ
幼さの残る彼らが、一人の人間として、また良き父・良き
母として成長を遂げていく、その過程に携わることのでき
る幸せかみしめながら、自分自身も彼らと共に、常に成長
していきたいと思う今日この頃である。

（県立増穂商業高等学校）

　昨年Ｊ１から降格したヴァンフォーレ甲府が 1年での昇
格を決めた。２００６年の初昇格から、これで３度目のＪ
１昇格。今回はＪ２優勝そして無敗記録の更新というタイ
トルと記録が付随する昇格である。
　優勝が選手やスタッフの自信になり、来季も期待どおり
の結果を残してくれると信じている。これまでＪ２で優勝
したチームは、簡単には降格していないので、来季は安心
してＪ１を楽しむことができそうである。
　新聞記事によると、今年のヴァンフォーレは目標設定に
変化があったとのこと。シーズン当初は若手の育成を第一
の目標に挙げていたが、ある時点から目標を昇格にシフト
し、優勝を狙うようになった。その時々の置かれている状
況を的確に捉え、目標を設定し直し、そのための準備をし
て結果を出した。選手の努力はもちろんのことだが、監督
の手腕が優勝につながったと感じるのは私だけではないは
ずである。ひたむきに練習に取り組んできた選手をしっか
り評価し、試合で使い、その選手がきっちりと結果を出し
た試合がいくつもあげられる。
　結果が求められるのがプロの世界である。過程ももちろ
んではあるが、一番重要なのは結果であることをヴァン
フォーレの優勝で改めて実感している。

（あけぼの支援学校）

「成長」

塩沢　育代
祝  Ｊ２優勝

木村　則夫

　生涯学習推進センターとともに開催している今年度の

「やまなし再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム」

では、東日本大震災から２年あまりが経とうしているいま、

遺跡の発掘調査において発見される様々な災害の痕跡をも

とに日本人がどのように災害に向き合ってきたのかを紐解

きながら、「自然災害と考古学 ～過去からの警告～」と称

して考古学や歴史の視点から防災・減災について考えてい

きます。シンポジウム開催前の４回のサテライト講座では、

各担当者より発掘調査などで得られた情報をもとに、山梨

県内の過去に発生した自然災害について取り上げ、そのま

とめとして基調講演とシンポジウムを実施いたします。

〔問い合せ先〕

■生涯学習推進センター　TEL：055-223-1853 　HP：http://yamanashi-bunka.or.jp/manabiblog/
■埋蔵文化財センター　　TEL：055-266-3016　 HP：http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/

「第10回わたしたちの研究室」の作品を募集しています！！
県立考古博物館
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らくがき

　　平成24年度やまなし再発見講座＆埋蔵文化財センターシンポジウム
         「自然災害と考古学 ～過去からの警告～」 ― 埋蔵文化財センター

◆サテライト講座　（毎週木曜日 14：00 ～ 16：00）

○テーマ：「山梨県内の自然災害の痕跡」について

　・2 月 7 日
　　「冨士山噴火の様相」杉本 悠樹（富士河口湖町教育委員会）

　・2 月 14 日
　　「冨士山雪代の様相」篠原 武 （富士吉田市教育委員会）

　・2 月 21 日
　　「地震災害の様相」保坂 和博 （埋蔵文化財センター）

　・2 月 28 日
　　「水害の様相」斎藤 秀樹（南アルプス市教育委員会）

○会場：山梨県生涯学習推進センター・セミナー室

＜サテライト会場＞

　北巨摩合同庁舎（韮崎市）、　東山梨合同庁舎（甲州市）

　南巨摩合同庁舎（富士川町）、　南都留合同庁舎（都留市）

○定員：70 名  ○受講料：無料

◆基調講演＆シンポジウム

○日時：平成 24 年 3 月 23 日（土）13：00 〜 17：00

　・基調講演１「遺跡が語る地震の歴史」

　　　寒川  旭 先生（独立行政法人産業技術総合研究所）

　・基調講演２、「未来を語る環境考古学 〜災害を掘る〜」

　　　高橋  学 先生（立命館大学教授）

　・シンポジウム「自然災害と考古学 - 過去からの警告 -」

　　　パネラー：寒川 旭・高橋 学・篠原武・杉本悠樹・

　　　　　　　　斎藤秀樹・保坂和博

　　　コーディネーター：八巻與志夫（埋蔵文化財センター所長）

○会場：県立男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大研修室

○定員：150 名　○受講料：無料

● らくがき／埋蔵文化センター「自然災害と考古学 〜過去からの警告〜」●



　本校は、四季折々に移り変わる山岳の景観や広がる果樹

園などの美しい自然に囲まれた南アルプス市に位置し、平成

２５年度には創立３０周年を迎えます。白根高生の学校生活

が実りあるものとなるように様々なサポートを推進しています

が、その一部を紹介します。

◎ インターンシップ（就業体験）～今年で９年目～

　平成１６年度に県内普通科高校初の試みとして導入し、今

年も夏季休業中の３日間で２年生全員を対象に行いました。

総合的な学習の時間の一環として事前・事後の学習活動が

系統的に組み込まれ、１年生の頃から進路学習や言語力を育

てる活動と連携しながら準備を進め、各自がしっかりと目的

意識を持ってインターンシップに臨めるようプログラムされて

います。終了後は、生徒全員が自らの体験を語る発表会や、

体験報告書冊子の作成などを行い、働くことや社会について

考え、自分の人生を見つめる機会となっています。

◎ 基礎基本を重視したていねいな授業～自ら学ぶ～

　日頃の授業では、グループ学習、発表、確認テストなどの

様々な学習活動の場を設定し、「質問しやすい授業」「発言し

やすい授業」を通して、自ら学ぶ人間の育成を目指しています。

◎ 文理コース ～本校唯一の進学特化クラス～

　平成２４年度にコースの名称を国際文理コースから文理

コースと改め、進学に特化したクラスとして特色をより明確に

打ち出しました。国公立大学や私立大学上位校進学を目指し、

授業の難易度は他クラスと比較して高く、宿題やテストも多

い中で、少人数制を生かしたきめ細やかな学習・進路指導が

展開され、生徒達は授業・課外・学習会などに日々粘り強く

取り組んでいます。 

　本校は１８７３年創立で、富士吉田市で最も古い歴史があ
り、来年１４０周年を迎える。地域は、学校教育に対し大変
協力的である。
　本校では、市全体で進める「富士山教育」を基に、郷土
学習を教育課程に位置付けて学習を進めている。また、今
年度は校内研究において、郷土学習の実践に対する評価・検
証を行い、学習の充実を図っている。
　９月に開催された運動会では、全校表現「やぶさめ」を各
学年の発達段階に応じた役割で、全校児童が発表している。
これは、学校に隣接する小室浅間神社の伝統的行事である
「流鏑馬 (やぶさめ)」と、地域の自然・文化・歴史を創作表
現したものである。練習・発表を通し、学年ごとに分担され
た役割から、学年を越えた異年齢の学び合いが自然と生まれ
ている。

　また、ユネスコの世界文化遺産登録に向けて、関係機関
の環境整備が進められている富士山について、その文化的・
自然的価値を生かした学習を社会科、総合的な学習の時間
を中心に展開している。３年生では、富士山信仰の街として
栄えた吉田の地域に焦点をあてた郷土学習、４年生では、富
士山のゴミ問題に焦点をあてた環境学習、そして６年生では、
これまでの学習から富士山の歴史・文化、自然環境について
まとめ、１合目から５合目までの登山遠足を利用した確認・
体験から学習の深化を図っている。
　今後も、富士吉田にとっても、また、日本にとっても大き
な価値をもつ富士山から学ぶ「富士山教育」を進めることに
より、ふるさとに誇りをもち、自尊感情・自己肯定感の育つ
児童の教育に努めていきたいと考える。

富士山教育の実践 ～ 地域から学ぶもの ～
富士吉田市立下吉田第一小学校

郷土学習（忠霊塔） 運動会での「やぶさめ」 富士山登山

英語の授業風景保育園でのインターンシップ風景

チーム白根　生徒・教員ともに歩み、未来を拓く
県立白根高等学校

● 学校紹介／県立白根高等学校・富士吉田市立下吉田第一小学校 ●
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　「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
教
育
は
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
む
と
い
う
普
遍
の
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
国
際
化
や
情
報
化
等
に
伴
う
そ

の
時
々
の
時
代
の
要
請
を
受
け
止
め
て
進
め
て
い
く
こ
と

も
、
そ
の
役
割
と
し
て
い
ま
す
。
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
下
に
、
各
学
校
が
抱
え
る

今
日
的
か
つ
喫
緊
の
教
育
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
課
題
解

決
の
た
め
の
調
査
研
究
や
指
導
方
法
等
の
研
究
及
び
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
研
究
開
発
部
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を
受
け
て
、「
学

校
教
育
を
支
援
す
る
実
践
的
な
研
究
」
を
全
体
研
究
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
研
修
主
事
に
よ
る
具
体
的
な
実
践
研
究
を
企

画
・
推
進
し
、
研
究
成
果
を
県
内
各
学
校
や
他
の
教
育
機

関
に
向
け
て
普
及
・
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

県
の
学
校
教
育
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
各
学
校
の

研
究
活
動
へ
の
相
談
・
支
援
等
を
行
う
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
の
研
究
分
野
に
お
け
る
最
大
の
役
割
は
、
本

県
の
学
校
教
育
へ
の
よ
り
実
践
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
例
年
以
上
に
研
究
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
度
は
従
来
の
「
一
研
修
主
事

一
研
究
」
か
ら
変
更
し
て
「
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
研
究
」

を
推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
喫
緊
の

教
育
課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
防
災

教
育
研
究
」「
理
数
教
育
研
究
」「
言
語
活
動
の
総
括
研
究
」

「
教
育
相
談
研
究
」「
特
別
支
援
教
育
研
究
」「
情
報
教
育

研
究
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
研
究
」「
校
務
の
情
報
化
研
究
」「
教

育
課
程
実
施
状
況
調
査
研
究
」
の
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。研
究
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

数
年
次
計
画
で
進
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
各
研
修

主
事
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
き
た
研
究

や
、
新
学
習
指
導
要
領
、
山
梨
県
学
校
教
育
指
導
重
点
、

各
学
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
学
校
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
沿
っ
た
研
究
主
題
を
設
定
し
、

県
内
の
研
究
協
力
校
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
実
践
的
な
セ

ン
タ
ー
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
平
成
二
十
五

年
一
月
二
十
三

日
（
水
）
に
研

究
発
表
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
グ

ル
ー
プ
研
究
の

理
論
的
な
支
え

と
し
て
「
釜
石

の
奇
跡
」
で
著

名
な
群
馬
大
学

の
片
田
敏
孝
教

授
の
特
別
講
演

も
予
定
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
教
育
関
係
者
に
来
所
い
た
だ
き
、
御
意
見

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
学
校
現
場
で
の
指
導
改
善
の

た
め
の
機
会
と
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

○
一
般
留
学
生
の
研
究
に
つ
い
て

　
県
内
学
校
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
本
年
度
は
二
名
の
一
般
留
学
生
が
、「
言
語

活
動
の
充
実
　
小
学
校
算
数
」「
言
語
活
動
の
充
実
　
小

学
校
外
国
語
活
動
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

本
セ
ン
タ
ー
の
主
事
の
指
導
や
各
学
校
の
支
援
の
下
、
現

場
で
の
授
業
実
践
と
検
証
を
重
ね
な
が
ら
研
鑽
に
励
ん
で

い
ま
す
。

○
情
報
・
資
料
収
集
と
学
校
支
援
に
つ
い
て

　
研
究
開
発
部
で
は
、
県
内
外
の
学
校
と
教
育
機
関
か
ら

研
究
紀
要
や
学
習
指
導
案
、
研
究
文
献
を
収
集
し
公
開
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
上
の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
検
索
す
る
と
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
県
内
各
学
校
の
研
究
主
題
や
本
セ
ン
タ
ー
の

研
究
紀
要
等
の
研
究
分
野
に
お
け
る
様
々
な
情
報
は
同
じ

く
Ｈ
Ｐ
上
の
「
調
査
・
研
究
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
御
覧
に
な

れ
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の
更
新
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御

活
用
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
学
校
現
場
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
研
究
等

の
支
援
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
を
支
援
す
る
実
践
的
調
査
・
研
究
を
目
指
し
て 

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

研
究
開
発
部 

― 
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● 総合教育センター情報／学校教育を支援する実践的調査・研究を目指して ●



○ 県立科学館
　青少年をはじめ広く県民一般を対象とする人気の施設

です。学校等が利用する際の「学習利用」では、実験室・

工作室・サイエンスショー・遊びの部屋・プラネタリウム

等のメニューを用意しています。

（プラネタリウムは、日本経済新聞のランキングで、全国

３位となりました！）

　「学習利用」の際には、必ず事前に館までお問い合わ

せ下さい。

　 所  在  地：甲府市愛宕町３５８−１
　 電話番号：０５５−２５４−８１５１

○ 県立なかとみ青少年自然の里
　身延の豊かな自然の中で、富士見山登山や自然観察、

和紙工房や陶芸工房での体験活動や地域の方とのほう

とう作りなど、日頃、家庭や学校で経験できない活動

を通して心豊かでたくましい青少年を育成することを

目的としています。

　 所  在  地：南巨摩郡身延町平須３０６
　 電話番号：０５５６−４２−３１８１

○ 県立青少年センター
　青少年に「自主的かつ創造的な活動の場」を、青少

年を指導する者に「研修の場」を提供することにより

青少年の健全な育成を図るといった目的で設置された

社会教育施設です。会議室・研修室・宿泊室・体育館・

プール・運動場・テニスコート・トレーニング室等を

備え、様々な主催事業も行っています。研修、交流事

業、学校のイベントまで幅広くご利用いただけます。

　 所  在  地：甲府市川田町５１７
　 電話番号：０５５−２３７−５３１１

○ 県立ゆずりはら青少年自然の里
　自然の空気や光をいっぱいに浴びて、野山を歩いた

り、草花や動物たちと出会ったり、清流の中で生物を

観察することができます。また、郷土食の酒まんじゅ

う作りなど学校や青少年団体が野外活動、団体宿泊活

動などの教育活動を行うことができるフィールドを備

えています。

　 所  在  地：上野原市棡原１３８８０
　 電話番号：０５５４−６７−２３３３

○ 県立八ヶ岳少年自然の家
　恵まれた自然の中で、少年の豊かな情操を養うとと

もに、集団宿泊生活を通して心身ともにたくましい少

年を育成することを目的としています。冒険ハイク・

オリエンテーション・動物観察などの野外体験やプラ

ネタリウムや星空観察のほか、周辺の牧場や美術館、

スキー場などと連携したプログラムを行うこともでき

ます。

　 所  在  地：北杜市高根町清里３５４５
　 電話番号：０５５１−４８−２３０６

県内の青少年教育施設をご紹介します。それぞれ特色ある各施設、ぜひ体験してみて下さい。

※なお、詳しくは各施設へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧下さい。

～ 青少年教育施設の紹介 ～
社会教育課　
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● 青少年教育施設の紹介 ●



「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAXして下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 － 223 － 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html

作品タイトル

「バッタとおともだち」

　紙をやぶいたりちぎったりしてあそんだら、

「おもしろいかたち」がたくさんうまれました。

バッタみたいに見えたので青いかみにはりつけ

て、はれの日にあそんでいることにしました。

気もちのいいのはらをかいて、バッタさんのお

ともだちもはりつけました。みんなでたのしく

あそんでいるところをかきました。わたしが大

すきなリンゴをたべさせてあげることにして、

大きなリンゴをかきました。そうしたら、わた

しがバッタさんになったみたいなたのしい気も

ちになりました。

指導者：近藤　淳子　教諭

中央市立三村小学校

　１年
　　　内藤　蒼

県
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

　
　
加
牟
那
塚
（
甲
府
市
千
塚
三
丁
目
）（

昭
和
四
十
三
年
二
月
八
日 

指
定
）

　「
加
牟
那
塚
（
か
ん
な
づ
か
）」
は
甲
府
市
千
塚
三
丁
目
、
千
塚
公
園
の
す
ぐ
東
側
に
位
置
す
る

六
世
紀
後
半
（
西
暦
五
五
〇
年
〜
六
〇
〇
年
頃
、
今
か
ら
約
一
四
〇
〇
年
前
に
造
ら
れ
た
直
径
約

四
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
（
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
円
形
の
古
墳
）
で
す
。

　
加
牟
那
塚
の
最
大
の
特
徴
は
古
墳
の
中
心
部
に
造
ら
れ
た
石
室
の
大
き
さ
に
あ
り
ま
す
。
古
墳
は

古
代
の
お
墓
で
す
が
、
石
室
と
は
そ
の
中
心
的
な
施
設
で
あ
り
、
遺
体
や
副
葬
品
（
遺
体
に
お
供
え

す
る
道
具
な
ど
）
を
納
め
る
た
め
の
石
で
造
ら
れ
た
部
屋
の
こ
と
で
す
。
加
牟
那
塚
の
墳
丘
規
模
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
石
室
の
規
模
は
、
甲
府
盆
地
周
辺
に
あ
る
古
墳

の
石
室
に
比
べ
て
非
常
に
大
き
く
、
日
本
列
島
の
中
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
ほ
ど
で
す
。

　
加
牟
那
古
墳
の
石
室
は
横
穴
式
石
室
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
墳
丘
の
南
側
に
出
入
り
口
が
あ

る
も
の
で
す
。
そ
の
大
き
さ
は
、
全
長
が
約
十
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
三
．
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
三
．

二
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
石
も
巨
大
な
一
枚
岩
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
室
の
中
に
は
通
常
は
安
全
の

た
め
に
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
外
か
ら
見
た
だ
け
で
も
そ
の

大
き
さ
や
「
ど
う
や
っ
て
の
石
を

運
ん
だ
り
、
積
み
上
げ
た
り
し
た

の
だ
ろ
う
」
と
古
代
の
人
々
の
技

術
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
是
非
一
度
、
加
牟
那
塚
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
古
代
の
人
々
の
思

い
や
技
術
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

山梨の文化財

県
立
美
術
館

■
特
別
展

　「
十
一
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
展
」

　
　
― 

野
口
柿
邨（
し
そ
ん
）を
め
ぐ
る
文
人
た
ち 

―

12
／
15 

～ 

２
／
11

県
立
博
物
館

■
シ
ン
ボ
ル
展  

富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
記
念
事
業

　「
ど
う
そ
じ
ん・ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」

　
　
　
　
　
　
　
― 

や
ま
な
し
の
道
祖
神
祭
り 

―

１
／
２ 

～ 

１
／
28

■
企
画
展

　「
黒
駒
勝
蔵  

対  

清
水
次
郎
長

　
　
　
時
代
を
動
か
し
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
た
ち
」

２
／
９ 

～ 

３
／
18

県
立
考
古
博
物
館

■
冬
季
企
画
展

　「
甲
州
市
の
出
土
品
Ⅱ

　
　
　
　
　
～
ワ
イ
ン
の
町
の
縄
文
時
代
～
」

12
／
８ 

～ 

１
／
27

県
立
文
学
館

■「
文
学
館
至
宝
展  

よ
み
が
え
る
文
豪
の
素
顔
」

1
／
14 

～ 

３
／
17

教
育
や
ま
な
し
（
二
四
一
号
）
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定表紙を飾る


